
 

 

 

霞ヶ浦用水管理所では、平成30年1月31日（水）に、昨年度に引続き環境学習会

を開催しました。今回は、関東農政局、関東地方整備局、茨城県、千葉県、関係市町、

関係土地改良区の各担当者及び地元関係者等約60名が参加しました。 

下記の２名の講師による講演並びに機構職員による霞ヶ浦用水施設内におけるカ

ワヒバリガイの調査報告を行い、出席された各関係機関の方々と意見交換を行いまし

た。 

 

◇霞ヶ浦周辺地域におけるカワヒバリガイの現状と被害対策 

      国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構 

農業環境変動研究センター 

    生物多様性研究領域 外来生物影響評価ユニット 伊藤 健二 

 

◇霞ヶ浦浄水場 カワヒバリガイ被害の現状 

  茨城県企業局県南水道事務所 浄水課 柳生 一秀 

 

◇霞ヶ浦用水施設におけるカワヒバリガイの調査と対策 

    独立行政法人水資源機構  

霞ヶ浦用水管理所 田中 和幸 

 

※ カワヒバリガイは、近年、霞ヶ浦・利根川下流域等でも生息域を拡大し、農業

水利施設の通水機能や維持管理に支障を来す等の被害報告も出ています。関係機

関と生息状況の情報共有を行い、被害拡大防止に向けた取組を進めてまいります。 

 

写  真 

 

 


